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大池小学校区 ワークショップ実施概要 

 

テーマ 未来の大池を見据えたまちづくりワークショップ 

実施内容 

第１回 

令和 2 年 1 月 20 日（月）19 時-21 時 26 人 

各種団体の理解と共有編 

「わかっているけど改めて各種団体さんを知り、語り合う」 

第 2 回 

令和 2 年 2 月 18 日（火）19 時-21 時 23 人 

まちづくりの種を深める編 

「現在の大池地区の課題、将来こうなってほしいを考える」 

第 3 回 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により来年度に延期 

解決策を考える編 

「現在の大池地区の課題、将来こうなってほしいを考える」 

結果概要 

〇各種団体の理解と共有 

・新組織の設立が予定されているが、改めて地域の各種団体がどのようなスケジュー

ルで取組を行っているのかを共有した。 

・新組織で新しく連携がはじまる団体もあり、それぞれの取り組みの中で知らなかっ

たことや、年間の動きが確認されたことで理解が深まった。 

・行事カレンダーや全体組織の年間の動きの一覧表のようなもの、行事の見直し、ス

ケジュールの見直しが必要という意見が出された。 

 

○現状と未来について意見交換 

・現状は、新組織の設立もあり組織論が中心であるが、今後、不要なイベントなどを

整理し新しい取組を模索することが必要との意見が出された。 

・具体的な取組アイデアとして、SNS の使い方講座、掲示板の活用、関係性づくりを

更にすすめる等の意見が出された。 

 

来年度以降

に向けて 

〇第３回に向けて 

・期間があいていることに留意して地域の現在の関心や現状にあわせながら、新たな取

組について具体的に検討していくことが重要。 
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大池地区ワーク ショ ッ プ
まと め

日時 テーマ 内容

令和2 年1 月2 0 日
1 9 時～2 1 時

各種団体の理解と 共有編

団体の役割、 活動、 行事の見える 化

大池の新組織を 設立する にあたっ て、 多
様な地域の団体の参加が想定さ れていま

す。 さ まざまな団体が活動さ れる 大池で、
よく ご存知の団体も あり ながら 、 改めて

どんな団体がどんな役割、 仕事、 行事を

いつごろ やっ ているのかを 共有し て整理
し まし た。

令和2 年2 月1 8 日

1 9 時～2 1 時

ま ち づく り の種を 深める 編

組織論ではない大池のこ れから を 話し
合う ワーク ショ ッ プ

田の字シート を 活用し 、 大池の現在、 大
池の未来の姿を 考える ワーク ショ ッ プを

実施する こ と で、 新組織で取り 組む事業

の種を 生み出す話し 合いを 行いまし た。

令和2 年3 月1 6 日

1 9 時～2 1 時
（ 延期）

解決策を 考える 編

1 、 2 回目の課題について解決法を
考えてみる

・ 1 回目は完全なラ ン ダム座席配置でワーク ショ ッ プを 実施
・ 2 回目は役員のみなさ ん、 その他のみなさ んに別れて実施

全3 回のワーク ショ ッ プの内容



大池地区ワーク ショ ッ プ

第Ⅰ回の概要

各種団体の理解と 共有編

団体の役割、 活動、 行事の見える化

大池の新組織を設立するにあたって、多様な地域の団体の参加が想

定されています。改めてどんな団体がどんな役割、仕事、行事をいつ

ごろやっているのかを共有しながら、地域の現状や状況を共有する話

し合いを行いました。

第1 回目 各種団体の理解と 共有 編
自治会・ 地域団体の仕事の棚卸し で相互理解　

４ 月 

５ 月 

６ 月 

７ 月 

８ 月 

９ 月 

1 0 月 

1 1 月 

1 2 月 

１ 月 

２ 月 

３ 月

A B C D E

いつどんな仕事を さ れていますか？
自治会 その他団体

活動の棚卸し 、 行事の棚卸し を し ながら 相互の団体理解を 促進する



第1 回目 各種団体の理解と 共有 編
自治会・ 地域団体の仕事の棚卸し で相互理解　

月 自治会 自治連 自主防 公民館 福祉 民生 こ 育連

4

総会年度末、 総会新

年度、 総会こ ども

会、 総会老人会、 総

会自主防災、 老人の

誕生日のお祝い粗品

年度始め総会、 新役員

顔合わせ、 事務会議
自主防役員会

役員会、 運営委員会、

年度収納館長主事会議

子育てサロン、 委員

会会議、 福祉委員

会、 社協から の補助

金支援のための作業

計画の作成、 各部会

の業務推進、 各協委

員会の出席

こ ども 会新規加入のた

めのイベント （ ボール

遊び） 、 関係機関の会

議への出席、 各関係機

関のイベント 参加

5
赤い羽根募金、 掲示

板の管理、 市・ 自治

会長説明会

第２ 回役員会、 自治会

長会議、 年度初め総会

自主防総会、 防犯総

会、 自主防事務局会

公民館講習会、 講座生

徒募集（ 1 0 講座、 5 講習

会）

総会街頭啓発

春季大会の準備、 キッ

ク ・ ソ フ ト の練習と 調

整、 各関係機関のイベ

ント 参加、 こ ども 会の

イベント 参加

6

一斉清掃、 各委員

会、 自治会、 防災会

後の花見、 大池まつ

り 協賛金のお願い、

大池まつり 臨時総会

出席

事務会議 自主防役員会、 研学会
講座・ 講習会始まり

（ 年間1 2回）
子育てサロン

役員会（ 体育祭） 、

運営委員会

各関係機関のイベント

参加、 こ ども 会のイベ

ント 参加

7

茨木神社まつり 、 体

育祭打合せ、 敬老会

手伝い、 体育祭参加

賞の購入、 ラ ジオ体

操

第３ 回役員会、 自治会

長会準備会

夜間パト ロ ―ル（ 防

犯） 、 自主防事務局

会、 防災委員会の登

録・ 確認

役員会（ 体育祭） 、 運

営委員会

各関係機関のイベント

参加、 こ ども 会のイベ

ント 参加

第1 回目 各種団体の理解と 共有 編
自治会・ 地域団体の仕事の棚卸し で相互理解　

月 自治会 自治連 自主防 公民館 福祉 民生 こ 育連

8
夏休みのパト ロール3

日間、 大池まつり 、  

体育祭、 草木せん定

敬老会・ 地区体の拡大

幹事会、 自治会長会、

事務会議、 組織検討委

員会

防災訓練、 自主防災会

員、 自主防役員会
夏祭り わいわい土曜日七夕

各関係機関のイベント

参加、 こ ども 会のイベ

ン ト 参加

9 茨木神社秋祭り
第４ 回役員会、 組織検

討委員会、 臨時役員会

防犯教室、 自主防事務

局会

スポーツレ ク リ エーショ

ン大会、 東中フ ェ ス実

行委員会、 役員会

放課後こ ども 教室と 打

ち 合わせ、 各関係機関

のイベント 参加、 こ ど

も 会のイベン ト 参加

1 0 社会見学バス旅行

地区体育祭、 臨時役員

会、 自治会長会、 事務

会議

青色パト ロール（ 防

犯） 、 自主防役員会

地区体育祭、 運営委員

会（ 文化展）

敬老会、 地区運動

会、 敬老会開催
敬老会、 管外研修会

中央大会参加手伝い、

秋季大会準備、 各関係

機関のイベン ト 参加、

こ ども 会のイベント 参

加、

1 1
も ちつき 大会、 大池

まつり 、 社協募金集

め

文化展、 第５ 回役員会

議、 組織検討委員会、

敬老会・ 地区体の拡大

幹事会

施設見学会（ 自主

防） 、 自主防事務局、

委員研修会（ 避難所開

設について） 重点的に

大池地区文化展
文化展・ ワイ ワイエ

プロン

ワイ ワイエプロン、

オレンジリ ボン街頭

キャ ンペーン

新春フ ェ スタ 準備、 会

議



第1 回目 各種団体の理解と 共有 編

月 自治会 自治連 自主防 公民館 福祉 民生 こ 育連

1 2

一斉清掃、 も ちつき

大会、 1 2 /2 8 ～3 0 夜

回り 、 1 2 /3 1 地域清

掃

組織検討委員会、 臨時

役員会（ 新組織体制）

臨時総会、 事務会議

1 2 /2 8 .2 9 夜警（ 防

犯） 、 自主防役員会
忘年会

子育てサロン、 夜回

り

新春フ ェ スタ 準備、 会

議

1
防災訓練、 も ちつき

大会

第６ 回役員会議、 新組

織準備委員会

防災訓練地域全体、 自

主防事務局会、 施設見

学（ 防災センタ ー）

運営委員長懇親会 夜警

新春フ ェ スタ 会議（ 毎

週） 新春フ ェ アスタ 本

番

2
次年度の役員決定、

住民名簿、 困窮者の

届け出

新組織準備、 事務会議

自主防役員防災訓練地

域全体、 自主防事務局

会

東中実行委員会、 年度

末館長主事会議

子育てサロン、 ワー

ク ショ ッ プ、 会費募

集・ まと め

全体研修会 次年度役員決めの準備

3

臨時総会、 会費締

め、 次期総会準備、

資料作成、 年度末総

会、 新旧役員引継

ぎ、 懇親会

第７ 回役員会、 新組織

準備期間、 年度末総会

自主防事務局会、 年度

の反省会
引継ぎ、 祝会

大池地区ワーク ショ ッ プ

第２ 回の概要

まち づく り の種を 深める 編
組織論ではない大池のこ れから を話し 合う ワーク ショ ッ プ

組織論を 重ね、 新組織での運営課題について活発な議論が重ねら れ
ている 大池地区。 一歩組織論から 離れてまち のこ と を 考えるため、 田

の字シート を 活用し 、 大池の現在・ 未来の姿を 考えるワーク ショ ッ プ
を 実施し 、 新組織での取り 組みの種を 出す話し 合いを 行いまし た。



第2 回目 まちづく り の種を深める編

大池地区の現状を 共有する ： 「 気になっ ている こ と 」 「 まち の困り ごと 」 「 まだでき ていないこ と 」
大池地区の未来を 共有する ： 地区のよ り よ い未来はどんな姿？

まちの「 現状」 「 未来」 のキーワード を考える

大池地区のいいと こ ろ

現状 未来

こ こ は

ウォ ーミ ング 

アッ プでやり まし たが、  

も っ と あればぜひ！

大池地区のまちで 

気になるこ と

大池地区がも っ と  

こ う なってほし い

大池地区が 

こ う なっ たら  

嫌だな・ ・ ・

第2 回目 まちづく り の種を深める編（ グループ別）

・ 人口が多く 注目さ れている
・ 民生委員と 福祉委員が活発に活動し ている
・ 大き な事件がない
・ 住みやすい、 安心でき る
・ 委員会が多く 取り 組みが多い
・ 防犯面でも 見守り に立っ ても ら える
・ 地域の人たち が集える 場がある

・ 7 5 歳前後が中心で次の担い手が少ない
・ 個人店が多く 自由な時間がある 方が多かっ

たがそのよ う な方は減っ ている
・ 巡視の担い手が高齢化、 下校まででき ない

・ 自治会の加入率の減少
・ 祭の1 0 年後を 考える と 体制変更が必要
・ 祭の担い手が少なく なっ ている

・ こ ども 会がない地域がある

・ 大人がボラ ン ティ アでも 協力する 街
・ 事故や犯罪のない街
・ 自治会に入っ ていない人にも サービ スが届

く 街
・ 子ども から お年寄り まで住める 街
・ 老人会と 子ども が協力し ていく 仕組み
・ SDGsの考え方を 根底にし た地域づく り

・ サーク ル活動を し ている グループと コ ラ ボ

・ 特になし



第2 回目 まちづく り の種を深める編（ グループ別）

・ スーパー、 病院が充実し ている
・ 交通の便がよ く 駅が近い
・ お店も たく さ んあっ て生活が便利
・ 自転車でどこ でも いけて住みやすい
・ 熱心なリ ーダー、 役員が多い
・ 他地域に先駆けた試みを する 気風がある

・ イ ベン ト が多い
・ 小学校が教育熱心

・ 通り 抜けの車が増えて子ども が危ない

・ 一方通行が多い
・ 空き 家が多い
・ 自治会の課題が多い

役を する 方の顔ぶれが同じ
行事の参加者が少ない
後継者がいない、 役を 避ける 傾向
子ども が多いがこ ども 会に入ら ない

・ 高齢者が多く 助け合う 空気づく り

・ 1 人1 役程度で負担の分散を 考える
・ 若い人に地域行事に参加し てほし い
・ 体育祭などの統一イ ベン ト を 年齢層にあわ

せて見直し
・ 若い人が行事の準備を し てほし い
・ 市がも っ と 人のサポート を し てほし い

・ あいさ つでき る 関係づく り
・ こ れから も 先駆けて新し いこ と を し ていく

街であっ てほし い

・ イ ベン ト に参加し て楽し さ を 知っ てほし い

・ イ ベン ト がない

・ 人と 人の関係が冷めた地域
・ 毎年同じ 人が役員を し なければなら ない
・ 自治会の実態を 知ら ない人が多い街

第2 回目 まちづく り の種を深める編（ グループ別）

・ 継承さ れている も のが多い街
・ 新し い住民を 受け入れる 雰囲気
・ 買い物が便利
・ 地域活動が活発
・ 小中学校の連携
・ 歴史のある 街
・ 先進的に取り 組む街

・ シン ボルと し ての小学校の存在
・ 交通が便利

・ 怒っ てく れる 関係性が減っ た
・ こ ども 会の加入率が低下
・ コ ミ セン の存在を 知ら ない人がいる
・ 新住民と 旧住民のつながり が希薄

・ PTAが少なく なっ ている
・ ポスト にも 名前がない、 個人情報の問題
・ 近所でシェ アでき る 文化が薄れている

・ 権利と 義務を も う 一度考えたい
・ こ ども 会の充実、 子ども を 育てる 地域
・ SNSやホームページを 使っ ての情報発信
・ また来たい！と 思える 大池
・ 他組織と の協働を 活発にし たい
・ コ ミ セン を 拠点にも っ と 人が会い、 つなが

る イ ベン ト を 活発にし たい

・ 井戸端会議が開かれる 雰囲気
・ オープン カ フ ェ やサロ ン を 公募で募集し て

実施

・ 指示役が任せずに自分でやっ てし まう
・ メ ン バーの固定化
・ まち を つく っ てき た自負が強すぎて新し い

も のを 受け入れら れなく なる

・ 「 昔のよ う に」 と 言っ てし まう
・ 後継者がいても つながれない
・ 経験が途絶えてし まう

・ 新し い住民がほっ と かれている



第2 回目 まちづく り の種を深める編（ グループ別）

・ 静かで便利
・ 道が平坦で自転車移動が楽にでき る
・ 駅も 近く て買い物が便利
・ 車で防災パト ロ ールし てく れている
・ 市のサポート で花を 植えて美化でき ている
・ 花の水やり を 通し て見守り ができ る

・ 顔見知り 同士が声掛けができ る
・ 子育てし やすい

・ 医療機関が充実

・ 古い住宅地で水道管が劣化し ている

・ 近所に住んでいる 方がわから なく なっ た
・ 高齢者が増えている 、 自治会が心配
・ いる かどう かわから ず見かけない人も いる
・ 一人暮ら し で何かあっ た時に頼れない
・ 空き 家が増加し 放置さ れる 、 連絡先も 不明
・ 運動会、 行事の参加者が減少し ている
・ 共働き の世帯が増えている
・ 共働き 世帯と 連絡がと れない

・ 自治会単位での企画を 楽し く する
・ 印刷物の配布がも っ と 減っ てほし い
・ 行事の負担が減っ てほし い
・ 掲示板を 有効に活用し て情報の周知
・ 不要なイ ベン ト を やめて必要なも のに集約
・ いざと いう 時に連絡でき る 制度が必要

・ 子ども も お年寄り も 楽し める 街
・ 近所同士助け合える 、 あいさ つができ る

・ 高齢者だけになる

・ 困っ ても 解決でき ず、 頼れる 人がいない
・ 困っ ている 人に知ら ん顔を する
・ 隣近所く ら いは知り 合っ て仲良く し たいの

がかなわない関係性
・ 自治会に人がいなく なっ ていく

第2 回目 まちづく り の種を深める編（ グループ別）

・ コ ミ セン の使い勝手がいい
・ 役員がし っ かり し ている
・ 声を かける と 自治会活動に参加し てく れる
・ 子ども たち がのびのびし ている
・ 医療機関が充実
・ 駅が近い、 買い物が便利
・ 子ども の習い事が充実

・ 閑静な街
・ 地震の際は民生、 自治会、 デイ サービ スが

見回り 活動を し てく れた

・ 高齢者の一人暮ら し が増加、 孤独死が心配
・ 自治会の脱会が増加し ている

自治会長の負担を 軽減する 工夫がない
自治会の合併なども 検討が必要

他の自治会の運営の工夫を 知り たい
・ 交通安全やマナー、 不審者などが心配
・ 空き 家が増加し ている

・ 自治会加入が増えてほし い
・ 若い人が地域に入っ てき てほし い
・ いつまでも 健康で活発な人が増えてほし い

・ １ 人で誰と も 話さ ない関係になる
・ 苦情ばかり 言い合う
・ 散歩し てても 話す人がいないのは寂し い
・ 挨拶し ない関係性

・ 過疎、 街の老人ホーム化



第2 回目 まちづく り の種を深める編（ まと め）

赤文字は各テーブル共有し ている も の

今後の方向性について

全２ 回を通し ての成果
・ 各種団体相互の活動の共有を通し て、 各団体の理解が促進さ れた。
・ 日頃組織論を中心に議論を行っ てき た中で、 「 活動」 や「 ビジョ ン」

のためのディ スカ ッ ショ ンを行う こ と ができ た。

第３ 回は未実施ですが以下を 予定し ていまし た。
・ 1 .2 回目の内容を も と に新し い体制で実施でき る小さ い行動の検討

※前回のワーク ショ ッ プから かなり 間があいているこ と や、 感染症の問題も あり 、
地域の中の論点も 変わる と 思われ、 留意し たワーク ショ ッ プの検討

こ こ までで見えてき た地域での取り 組み展開の方向性
・ 組織運営についての議論と 、 今後のまち の課題解決や魅力づく り について議論

を 意図的に分けた議論の場を 持つこ と が重要になる と 考えら れます。
・ 第2 回までの課題や未来像などから 、 小さ い行動の議論が重要です。



 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

 

ワークショップ当日資料等 

   



大池校区 

未来の大池を 見据えた展開のために 

～大池校区まちづく り ワーク ショ ッ プ～

茨木市 校区ワーク ショ ッ プ

まちと し ごと 総合研究所

茨木市 校区ワーク ショ ッ プ

まちと し ごと 総合研究所

ごあいさ つ



茨木市 校区ワーク ショ ッ プ

まちと し ごと 総合研究所

地域活動の活性化に向けた 

ワーク ショ ッ プの概要

●少子高齢化に伴う人口減少や人口構造の変化

●自治会加入率の低下（約６０％）

●高齢化による担い手不足

●人々の価値観の変化

●ライフスタイルの多様化

【背景】

●核家族化、単身世帯や共働き世帯の増加

●自治会等の役員就任への負担感

●地域活動に対する負担感

【現状（課題）】



【影響】

●自治会等への未加入や脱会

「安全・安心で住みよいまちづくり」

●防犯、防災、福祉、環境などの自治会機能が縮小

への影響が懸念される。

地域コミュニティの維持・向上
～ 地域自治組織及び自治会活動の更なる活性化をめざして ～

●地域活動の活性化に向けたワークショップ及び意識調査
（課題の洗い出しから課題解決方策の検討）

〇地域行事開催等事業補助金（ふるさとまつり、地区体育祭等）

〇地域活動支援交付金

●宅建協会、不動産協会との連携（平成３１年２月協定締結）

●自治会加入促進月間の充実（ゴミ収集車から音声による啓発）

〇自治会の結成に向けた説明会の実施

●自治会表彰制度（役員、各種団体、事業者等）

〇自治会活動報償金

〇地域自治組織結成等支援交付金

【きっかけ】

コミュニティへの参加

【インセンティブ】

担い手の充実
自治会活動への参画

【地域の更なる活性化】

人材の育成
地域活動の活性化

「真に豊かで持続可能な地域社会」の実現

4



■ワークショップ対象及び目標

〇地域自治組織結成校区

地域コミュニティ基本指針

⇒「地域が主体的に行う取組」の一つである

「協議の場づくり」として実施。

〇地域自治組織未結成校区

地域コミュニティ基本指針

⇒「地域が主体的に行う取組」の一つである

「地域自治組織づくり」として実施。

目標「人材の育成、地域活動の活性化」

目標「担い手の充実、活動への参画」

本日のおおよその流れについて

時間 内容

1 9 :0 0 ～ ごあいさ つ、 趣旨説明

1 9 :1 0 ～ ワーク ショ ッ プの内容と 今後の流れ

1 9 :2 0 ～ 自己紹介をかねたウォ ーミ ングアッ プ

1 9 :3 0 ～ グループワーク

2 0 :3 0 ～ 全体での共有

2 0 :4 0 ～ 話し 合いの工夫・ 次回の連絡・ 閉会挨拶

2 0 :4 5 ～21 :0 0 閉会予定  ※話し 合いの進捗で前後し ます



農村的 

コ ミ ュ ニティ

都市的 

コ ミ ュ ニティ

趣味・ 感性 

コ ミ ュ ニティ

ま 
ち  
づ 
く  
り  
協 
議 
会

自治を次へ変えていく 必要がでてき た昨今

大池校区まちづく り ワーク ショ ッ プの目的

地域が「 画一的」 ではなく 考え方も 「 多様」

ま 
ち 
づ 
く  
り  
協 
議 
会

大池校区まちづく り ワーク ショ ッ プの目的

こ れから の地域づく り がはじ まる大池

A

B

C

D

令和元年 

 1 1 月2 2 日  

1 9 :0 0 -2 1 :0 0

各種団体の理解と 共有 編 

・ 各種団体,知っている方も いますが改めてど

んな役割を果たし ているのかを確認 

・ 団体の役割は？見えている課題は？

令和2 年    

 1 月2 2 日 

 1 9 :0 0 -2 1 :0 0

まちづく り の種を深める 編 

・ 現在の大池の地域の課題、 将来こ う なって

ほし いを考えるワーク ショ ッ プ

令和2 年    

 2 月5 日   

 1 9 :0 0 -2 1 :0 0

解決策を考える 編 

・ 1 回目、 2 回目のテーマをも と に、 「 こ ん

な取り 組みができるんじ ゃ ないか？」 と いう

アイ デアを考える

こ れから の大池で展開し てほし い取組みの種を 生む

新し い連携



より よい話し 合いを するために

フ ァ シリ テータ ーと いう 役割

中立な立場でみなさ んが話し やすい環境を 整えます

大池校区まちづく り ワーク ショ ッ プ

より よい話し 合いのためのお願い

中立な立場でみなさ んが話し やすい環境を 整えます

① さ まざまな意見がでるこ と を 全体で歓迎 

　 　 それは違う ！  → その発想はなかっ たな 

② 誰かのお話に乗っ かっての一言歓迎 

　 　 ×違う 意見を言わなければなら ない？ 

③ 自分の話は簡潔にサク サク と ！ 

④ 今日の話はこ こ だけ（ 肩書を 忘れる）  

　    ×あの意見よかっ たから やってよ

大池校区まちづく り ワーク ショ ッ プ



ではまず話し 合いのウォ ーミ ングアッ プ

お手元のA 4 サイ ズの用紙

大池校区まちづく り ワーク ショ ッ プ

フ ァ シリ テータ ー

お名前 所属

所属団体の 

素敵なと こ ろ  

自慢なと こ ろ

同じ テーブルの 

みなさ んにひと こ と

ではまず話し 合いのウォ ーミ ングアッ プ

お手元のA 4 サイ ズの用紙

おひと り 2 分程度、 合計1 0 分

フ ァ シリ テータ ー

お名前 所属

所属団体の 

素敵なと こ ろ  

自慢なと こ ろ

同じ テーブルの 

みなさ んにひと こ と



自治会・ 地域団体の仕事の棚卸し で相互理解 約3 0 分　

４ 月 

５ 月 

６ 月 

７ 月 

８ 月 

９ 月 

１ ０ 月 

１ １ 月 

１ ２ 月 

１ 月 

２ 月 

３ 月

A B C D E

いつどんな仕事をさ れていますか？
自治会 その他団体

それぞれの取り 組みや行事を 思い出し ながら …

連想のヒ ント  

・ 自分が見たのは、 知っているのは～ 

・ こ んなも っ たいない話があって～ 

・ 昔と 比べて今は～ 

・ も っ と こ う なっ たら いいのに～ 

・ こ れ活用でき ていなく て～

さ き ほど使っ たフ セン と は色を 変えて書いてみてく ださ い

活動を 通し てわたし が思う  
「 大池がも っ と よく なるために」 思う こ と



次回 第２ 回のお知ら せ

まちづく り の種を深める 編 

・ 現在の大池の様子だけでなく 、 未来の 

　 大池はこ う なっ ていてほし い、 ほし く ない 

・ こ れら を ヒ ント に、 大池のまちづく り の 

　 種を だし ていき まし ょ う ！ 

２ 月１ ８ 日（ 火）  1 9 :0 0 ～2 1 :0 0  

大池コ ミ ュ ニティ センタ ー同会場　



未来の大池を 見据えた展開のために 

～大池地区まちづく り ワーク ショ ッ プ～

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

まちと し ごと 総合研究所

まちと し ごと 総合研究所

ごあいさ つ

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ



本日のおおよその流れについて

時間 内容

19 :0 0～ ごあいさ つ、 趣旨説明

19 :1 0～ 前回のおさ ら いと 話題提供

19 :2 0～ 自己紹介をかねたウォ ーミ ングアッ プ

19 :3 0～ グループワーク

20 :3 0～ 全体での共有

20 :4 0～ 話し 合いの工夫・ 閉会挨拶

20 :45～21 :0 0 閉会予定  ※話し 合いの進捗で前後し ます

組 
織 
の 
再 
編

こ れから の地域づく り がはじ まる大池

A

B

C

D

令和2年 

 1月20日  

1 9 :0 0 -21 :0 0

各種団体の理解と 共有 編 

・ 各種団体,知っている方も いますが改めてど

んな役割を果たし ているのかを確認 

・ 団体の役割は？見えている課題は？

令和2年    

 2月18日 

 1 9 :0 0 -21 :0 0

まちづく り の種を深める 編 

・ 現在の大池地区の課題、 将来こ う なってほ

し いを考えるワーク ショ ッ プ

令和2年    

 3月16日   

 1 9 :0 0 -21 :0 0

解決策を考える 編 

・ 1回目、 2回目のテーマをも と に、 「 こ んな

取り 組みができ るんじ ゃないか？」 と いう ア

イ デアを考える

こ れから の大池で展開し てほし い取組みの種を 生む

新し い連携

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ



自治会・ 地域団体の仕事の棚卸し で相互理解　

４ 月 

５ 月 

６ 月 

７ 月 

８ 月 

９ 月 

1 0 月 

1 1 月 

1 2 月 

１ 月 

２ 月 

３ 月

A B C D E

いつどんな仕事をさ れていますか？
自治会 その他団体

自治会・ 地域団体の仕事の棚卸し で相互理解　

月 自治会 自治連 自主防 公民館 福祉 民生 こ 育連

4

総会年度末、 総会新

年度、 総会子供会、

総会老人会、 総会自

主防災、 老人の誕生

日のお祝い粗品

年度始め総会、 新役

員顔合わせ、 事務会

議

自主防役員会
役員会、 運営委員会、 年

度収納館長主事会議

子育てサロン、 委員

会会議、 福祉委員

会、 社協から の補助

金支援のための作業

計画、 各分科会の業

務推進、 各協委員会

の出席、

子ども 会新規加入のた

めのイベント （ ボール

遊び） 、 関係機関の会

議への出席、 各関係機

関のイベント 参加

5
赤い羽根募金、 掲示

板の管理、 市・ 自治

会長説明会

２ 回の役員会、 自治会

長会議、 年度初め総会

自主防総会、 防犯総会、

自主防事務局会

公民館講習会、 講座生募

集、 1 0 講座、 5 講習会
総会街頭啓発

春季大会手配準備、 キ

ッ ク ソ フ ト の練習と 調

整、 各関係機関のイベ

ント 参加、 自分のこ ど

も 会のイベント 参加

6

一斉清掃、 各委員

会、 自治会、 防災会

の後は花見、 大池ま

つり 協賛金のお願

い、 大池まつり 臨時

総会出席

事務会議 自主防役員会、 研学会
講座・ 講習会始まり （ 年

間12回）
子育てサロン

役員会（ 体育祭） 、

運営委員会

各関係機関のイベント

参加、 自分のこ ども 会

のイベント 参加

7

茨木神社まつり 、 体

育祭打合せ、 敬老会

手伝い、 体育祭参加

賞購入、 ラ ジオ体操

３ 回役員会、 自治会長

会準備会

夜間パト ロ―ル（ 防

犯） 、 自主防事務局

会、 防災委員会の登

録・ 確認

役員会（ 体育祭） 、 運営

委員会

各関係機関のイベント

参加、 自分のこ ども 会

のイベント 参加



自治会・ 地域団体の仕事の棚卸し で相互理解　

月 自治会 自治連 自主防 公民館 福祉 民生 こ 育連

8

夏休みのパト ロール

13 日～15 日の3 日

間、 大池まつり 、  

体育祭、 草木せん定

敬老会・ 地区体の拡

大幹事会、 自治会長

会、 事務会議組織検

討委員会

防災訓練、 自主防災会

員、 自主防役員会
夏祭り わいわい土曜日七夕

各関係機関のイベント

参加、 自分のこ ども 会

のイベント 参加

9 茨木神社秋祭り
４ 回役員会、 組織検討

委員会、 臨時役員会

防犯教室、 自主防事務

局会

スポーツレク リ エーショ

ン大会、 東中フ ェ ス実行

委員会、 役員会

放課後こ ども 教室と 打

ち合わせ、 各関係機関

のイベント 参加、 自分

のこ ども 会のイベント

参加

1 0 社会見学バス旅行

地区体育祭、 臨時役員

会、 自治会長会、 事務

会議

青色パト ロール（ 防

犯） 、 自主防役員会

地区体育祭、 運営委員

会（ 文化展）

敬老会、 地区運動

会、 敬老会開催
敬老会、 管外研修会

中央大会参加手伝い、

秋季大会手配準備、 各

関係機関のイベント 参

加、 自分のこ ども 会の

イベント 参加、

1 1
も ちつき大会、 大池

まつり 、 社協募金集

め

文化展、 ５ 回役員会

議、 組織検討委員会、

敬老会・ 地区体の拡大

幹事会

施設見学会（ 自主

防） 、 自主防事務局、

委員研修会（ 避難所開

設について） 重点的に

大池地区文化展
文化展・ ワイ ワイエ

プロン

ワイ ワイエプロン、 オ

レンジリ ボン街頭キャ

ンペーン

新春フ ェ スタ 準備、 会

議

自治会・ 地域団体の仕事の棚卸し で相互理解　

月 自治会 自治連 自主防 公民館 福祉 民生 こ 育連

1 2

一斉清掃、 も ちつき

大会、 12 /2 8 ～3 0 夜

回り 、 12 /3 1 地域清

掃

組織検討委員会、 臨

時役員会（ 新組織体

制） 臨時総会、 事務

会議

1 2/2 8 .2 9 夜警（ 防

犯） 、 自主防役員会
忘年会

子育てサロン、 夜回

り

新春フ ェ スタ 準備、 会

議

1
防災訓練、 も ちつき

大会

６ 回役員会議、 新組織

準備委員会

防災訓練地域全体、 自

主防事務局会、 施設見

学（ 防災センタ ー）

鑑賞受持運営委員長懇親

会
夜警

新春フ ェ スタ 毎週会

議、 本番！！

2
次年度の役員決定、

住民名簿、 困窮者の

届け出、

新組織準備、 事務会議

自主防役員防災訓練地

域全体、 自主防事務局

会

東中実行委員会、 年度

末館長主事会議

子育てサロン、 ワー

ク ショ ッ プ、 会費募

集・ まと め

全体研修会 次年度役員決めの準備

3

臨時総会・ 防犯カ メ

ラ、 会費締め、 次期

総会準備、 資料作

成、 年度末総会、 新

旧役員引継ぎ、 懇親

会

７ 回役員会、 新組織準

備期間、 年度末総会

自主防事務局会、 防年

度の反省会
引継ぎ、 祝会



お手元のA4 サイ ズの用紙

フ ァ シリ テータ ー

お名前 所属

大池地区のいいと こ ろ は？

ではまず話し 合いのウォ ーミ ングアッ プ

大池地区のビジョ ンのヒ ント を 考える

現状

あり たい 
未来

・ こ こ はいいから も っ と 伸ばし たい 

・ こ んなこ と が気になっていて…

・ こ う あってほし いな… 

・ こ う はなり たく ないな…
『 誰と どう 昇るか』  

（ 新組織や組織のあり 方）

『 一歩昇るための行動』  

（ 新組織の事業・ 取り 組み）

どんな状況を生み出すこ と を 目指すのか



まちの「 現状」 「 未来」 のキーワード を 考える

大池地区のいいと こ ろ

現状 未来

こ こ はウォ ーミ ン グ 

アッ プでやり まし たが、  

も っ と あればぜひ！

大池地区のまち で 

気になるこ と

大池地区がも っ と  

こ う なってほし い

大池地区が 

こ う なっ たら  

嫌だな・ ・ ・

大池校区のいいと こ ろ

現状

大池地区のまち で 

気になるこ と

【 大池地区の今】

「 まちの困り ごと 」  

「 まだでき ていないこ と 」  

「 も っ たいないこ と 」  

【 連想のヒ ント 】  

子ども 、 高齢者は？ 

現役世代は？ 

みんなの暮ら し は？ 

まちの様子は？ 

防災等いざと いう と き

こ こ はウォ ーミ ン グ 

アッ プでやり まし たが、  

も っ と あればぜひ！

まちの「 現状」 「 未来」 のキーワード を 考える



【 大池地区の未来】

「 地区のより よい姿」  

「 なってほし く ない未来」  

【 連想のヒ ント 】  

子ども 、 高齢者は？ 

現役世代は？ 

まちの担い手は？ 

みんなの暮ら し は？ 

まちの様子は？ 

防災等いざと いう と き

まちの「 現状」 「 未来」 のキーワード を 考える

未来

大池地区がも っ と  

こ う なってほし い

大池地区が 

こ う なっ たら  

嫌だな・ ・ ・

より よい話し 合いを するために

フ ァ シリ テータ ーと いう 役割

中立な立場でみなさ んが話し やすい環境を 整えます

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ



より よい話し 合いのためのお願い

中立な立場でみなさ んが話し やすい環境を 整えます

① さ まざまな意見がでるこ と を 全体で歓迎 

　 　 それは違う ！  → その発想はなかっ たな 

② 誰かのお話に乗っ かっての一言歓迎 

　 　 ×違う 意見を言わなければなら ない？ 

③ 自分の話は簡潔にサク サク と ！ 

④ 今日の話はこ こ だけ（ 肩書を 忘れる）  

　    ×あの意見よかっ たから やってよ

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

次回 第３ 回のお知ら せ

まちづく り 策を考える 編 

1・ 2 回目のテーマを も と に「 こ んな取り 組

みができ るんじ ゃ ないか？」 と いう アイ デア

を 考えるためのワーク ショ ッ プ 

３ 月１ ６ 日（ 月）  1 9 :0 0 ～21 :0 0  

大池コ ミ ュ ニティ センタ ー同会場　


